
山
口
県
萩
市
三
島
方
言
に
つ
い
て
の
小
報
告
（
そ
の
二
）

岡

野

信

子

 
は
じ
め
に

 
小
稿
は
、
日
本
海
上
の
小
孤
島
、
三
島
の
方
言
に
つ
い
て
の
第
二
の
報
告
で

あ
る
。
さ
き
に
は
、
語
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
．
今

回
は
、
音
声
・
表
現
法
・
語
彙
の
各
分
野
に
お
け
る
諸
事
実
を
報
告
さ
せ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ
が
た

た
だ
く
。
い
わ
ゆ
る
〃
地
方
”
の
長
門
方
言
と
の
，
比
較
を
，
常
に
心
掛
け
な
が

ら
、
稿
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 
本
稿
の
資
料
は
、
昭
和
阻
五
年
三
月
、
八
月
、
四
六
年
八
月
の
、
計
二
五
日

附
に
得
た
も
の
で
あ
る
。
魚
島
の
地
理
的
・
歴
史
的
な
概
況
に
つ
い
て
は
、
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
ん
む
ら
 
う
ら

誌
第
六
号
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。
島
の
三
つ
の
集
落
で
あ
る
、
本
村
・
浦
・

う
つ

宇
津
で
は
、
そ
の
方
言
状
態
に
い
く
ら
か
の
差
違
が
あ
る
が
、
今
回
は
そ
の
こ

と
に
は
触
れ
ず
に
、
三
集
落
の
共
通
の
事
象
を
取
上
げ
て
い
く
。
資
料
は
主
と

し
て
本
村
の
も
の
に
よ
っ
た
。
浦
ま
た
は
宇
津
で
得
た
事
象
を
取
上
げ
た
場
合

は
、
〈
浦
〉
・
〈
宇
津
〉
と
注
記
し
た
。
な
お
、
以
下
の
記
述
の
中
で
、
（
）

で
か
こ
ん
で
あ
る
の
は
調
査
者
の
補
注
で
あ
り
、
（
》
内
は
話
者
の
説
明
の

こ
と
ば
で
あ
る
。

 
1
 
音
声
面

 
1
・
1
 
文
ア
ク
セ
ン
ト

 
見
島
方
言
の
文
ア
ク
セ
ン
ト
傾
向
と
し
て
、
以
下
の
四
つ
の
型
を
指
摘
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

 
（
1
）
下
膨
型

 
下
降
型
に
は
、
」
i
、
1
「
「
、
一
「
」
I
l
の
三
種
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
文
頭
の
第
一
音
節
だ
け
が
高
く
て
、
二
音
節
め
か
ら
下
降
す
る
も

の
、
二
音
節
め
で
上
昇
し
て
、
三
音
節
め
か
ら
下
降
す
る
も
の
、
高
音
部
が
第

二
、
第
三
の
二
音
節
に
わ
た
る
も
の
の
三
種
で
あ
る
。

 
。
ト
ラ
ン
 
カ
。
 
取
ら
な
い
か
。

 
。
ワ
カ
リ
マ
セ
ン
イ
 
ノ
ー
。
 
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

 
・
ツ
カ
イ
マ
セ
ン
 
ノ
ー
。
 
使
い
ま
せ
ん
ね
え
。

こ
れ
は
防
長
方
言
㎝
般
に
顕
著
な
ア
ク
セ
ン
ト
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
型
は
、
話
者

の
胸
中
に
〃
て
い
ね
い
”
意
識
が
働
く
と
き
に
と
く
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
。

青
少
年
に
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
。

 
（
2
）
波
動
型

（ 1 SS5 j］

山
口
県
萩
市
見
島
方
言
に
つ
い
て
の
小
報
告
へ
そ
の
二
）



 
同
一
ま
た
は
相
似
の
話
部
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
 
二
回
以
上
く
り
か
え
さ
れ
る

と
、
波
の
う
ね
り
を
思
わ
せ
る
文
ア
ク
セ
ン
下
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
型
は
見

島
方
言
文
ア
ク
セ
ン
ト
の
四
類
型
中
で
v
も
っ
と
も
頻
繁
に
聞
か
れ
る
も
の
で

あ
る
。

 
・
ソ
ン
ナ
カ
ニ
 
イ
レ
ル
。
 
そ
の
中
に
入
れ
る
。

 
。
オ
ト
コ
 
サ
ン
ニ
ン
ニ
 
オ
ナ
ゴ
 
サ
ン
ニ
ン
。
 
子
供
は
男
が
三
人
に

 
 
女
が
三
人
で
す
。

 
。
バ
ン
オ
 
シ
テ
 
デ
ン
 
ホ
ー
ジ
ャ
。
 
老
人
は
留
守
番
を
し
て
外
へ
出

 
 
な
い
の
だ
。

 
・
オ
ー
キ
ナ
 
・
イ
エ
デ
 
バ
ー
サ
ン
ガ
 
ヒ
ト
リ
ジ
ャ
カ
ラ
 
タ
イ
ガ
イ

 
 
ト
デ
ン
・
ナ
カ
ロ
ー
。
 
大
き
な
家
で
お
婆
さ
ん
が
一
人
だ
か
ら
、
ず
い
ぶ

 
 
ん
寂
し
い
だ
ろ
う
。

二
音
節
め
、
あ
る
い
は
二
、
三
音
節
め
の
高
ま
る
波
が
く
り
か
え
さ
れ
る
の
に

く
ら
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
、
第
一
音
節
の
高
い
波
の
く
り
か
え
さ
れ
る
も
の

は
少
な
い
。

 
・
ジ
コ
ジ
コ
 
ナ
ン
ジ
ャ
カ
ラ
。
 
じ
わ
じ
わ
と
、
な
に
、
変
っ
て
き
た
か

 
 
ら
。

 
こ
の
波
動
型
文
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
長
門
方
言
機
中
で
は
、
き
こ
え
の
特
異
な

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
 
「
豆
油
 
ニ
チ
ョ
ル
ソ
ヤ
ロ
ー
。
 
（
よ
く
似
て
る
ん

だ
ろ
う
。
）
し
 
（
萩
市
越
ケ
浜
）
な
ど
も
、
き
こ
え
の
違
い
は
あ
る
と
は
言
え
、

同
じ
く
波
動
型
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
方
、
波
動
型
文
ア
ク
セ
ン
ト
を
分

析
し
て
み
る
時
、
ざ
き
の
下
降
一
文
ア
ク
セ
ン
ト
を
話
部
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
、
そ
れ
を
二
回
以
上
く
り
か
え
b
た
文
と
受
取
る
こ
と
も
出
来
る
。
一
見
、

非
長
門
的
と
も
見
ら
れ
る
文
ア
ク
セ
ン
ト
傾
向
は
、
実
は
長
門
方
言
の
基
本
的

傾
向
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
か
。

 
（
3
）
 
文
末
高
音
隆
起
型

 
。
イ
マ
 
ツ
イ
タ
。
 
い
ま
着
い
た
。

 
・
ア
ズ
ッ
チ
ョ
ル
 
カ
ノ
。
 
て
こ
ず
っ
て
い
る
か
ね
。

 
次
の
よ
う
に
、
最
後
の
一
音
節
は
低
く
な
っ
て
も
、
文
末
部
に
高
音
を
持
？

も
の
は
、
同
じ
く
こ
の
型
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

 
。
ジ
ョ
ー
ニ
 
カ
ッ
チ
ョ
リ
マ
ス
 
ガ
ノ
ー
。
 
た
く
さ
ん
刈
っ
て
い
ま
す

 
 
が
ね
え
。

 
。
判
ノ
 
ウ
チ
 
引
列
一
。
 
そ
の
う
ち
来
る
だ
ろ
う
よ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
L

 
・
三
一
 
シ
ョ
ー
 
カ
イ
。
ス
マ
ン
 
ノ
ー
。
 
（
い
つ
も
魚
を
も
ら
っ
て
）

 
 
ど
う
し
ょ
う
か
し
ら
。
す
ま
な
い
ね
え
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
文
末
の
高
音
隆
起
に
長
呼
が
あ
わ
せ
行
な
わ
れ
る
と
h
話
者
の
訴
え
か
け
る

気
持
の
強
く
あ
ら
わ
れ
た
文
と
な
る
。

 
。
チ
ー
ト
 
ミ
セ
テ
ー
。
 
私
に
も
少
し
見
せ
て
ち
ょ
う
だ
い
。

 
。
ア
ス
 
タ
ベ
ル
ー
。
 
あ
す
食
べ
る
よ
。

 
（
4
）
高
音
連
続
隆
起
型
9

文
中
に
高
音
の
連
続
す
る
型
も
認
め
ら
れ
る
。

 
。
オ
ハ
ヨ
ー
 
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
。
 
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
。
オ
エ
ロ
ー
 
ゴ
ザ
イ
マ
シ
ョ
ー
。
 
お
疲
れ
で
し
ょ
う
。

 
。
マ
当
捌
 
ロ
ク
ナ
 
コ
ト
ワ
 
ナ
イ
。
 
い
い
こ
と
は
ち
っ
と
も
な
い
。

 
。
…
…
シ
ゴ
U
ガ
 
コ
二
二
テ
 
ナ
ン
・
デ
ー
…
…
。
 
 
（
年
を
と
る
と
）
仕

 
 
事
が
体
に
，
こ
た
え
て
、
あ
、
の
ね
え
…
…
。

こ
の
型
は
先
述
の
三
型
ほ
ど
に
優
勢
な
も
の
で
は
な
い
。
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以
上
、
見
島
方
言
文
ア
ク
セ
ン
ト
の
四
つ
の
型
を
あ
げ
た
。
乙
の
中
で
、
も

っ
と
も
耳
を
打
つ
の
は
波
動
型
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
左
の
よ
う
な
、
近
畿
地
方

や
、
あ
る
い
は
長
崎
地
方
の
文
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
似
寄
り
も
思
わ
せ
る
。

 
。
モ
ー
 
セ
ン
ド
 
タ
ベ
タ
。
 
 
（
藤
原
与
一
先
生
著
 
『
方
言
文
法
の
世

 
 
界
」
i
近
畿
地
方
河
内
村
1
）

 
。
カ
マ
ボ
コ
バ
 
モ
ラ
オ
・
1
ヵ
。
 
（
愛
宕
八
郎
康
隆
氏
「
長
崎
地
方
の

 
 
文
ア
セ
ン
ト
の
特
質
傾
向
」
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
第

 
 
十
八
号
）

 
さ
き
の
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
報
告
の
際
に
も
、
一
、
二
音
節
語
に
近
畿
ア
ク
セ

ン
ト
的
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
多
音
節
語
で
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
の

型
が
中
高
一
蟄
に
な
ろ
う
と
す
る
勢
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
語

ア
ク
セ
ン
ト
傾
両
と
文
ア
ク
セ
ン
ト
傾
向
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
、
今
後

考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 
1
・
2
 
語
音
と
話
部
音
声
・

 
 
 
 
コ

 
（
1
）
 
．
田
連
母
音
の
同
化
と
不
同
化
に
つ
い
て

 
 
 
 
〔

 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
コ
 
 
コ
 
 
コ

 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
ハ
し

 
．
飢
連
母
音
が
、
記
・
記
・
氏
・
砿
と
な
る
こ
と
は
、
山
口
県
方
言
の
一
特
色

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
な
し
て
い
る
が
、
三
島
で
は
、
 
同
化
し
な
い
の
が
一
般
で
あ
る
②
 
す
な
わ

ち
、
ユ
ワ
イ
（
祝
）
・
モ
ラ
イ
マ
セ
ン
・
タ
カ
イ
・
カ
エ
リ
タ
イ
（
帰
り
た

い
）
で
あ
っ
て
、
タ
カ
ヤ
イ
・
タ
カ
ー
な
ど
と
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
．
次
の

よ
う
に
、
同
化
の
事
実
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

 
。
ダ
ラ
ニ
 
ア
ラ
ー
。
 
た
く
さ
ん
あ
る
わ
い
。

山
口
県
萩
市
見
島
方
言
に
つ
い
て
の
小
報
告
（
そ
の
二
）

 
・
イ
ヤ
ー
 
セ
ナ
ー
 
ノ
。
 
言
い
は
し
な
い
よ
。

ア
ラ
ー
は
、
 
「
あ
る
わ
い
V
ア
ラ
イ
〉
ア
ラ
」
」
で
あ
り
、
セ
ナ
ー
は
、
 
「
せ

ぬ
わ
い
V
セ
ナ
イ
〉
セ
ナ
ー
」
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
ア
ラ
イ
、
セ
ナ
イ
と

併
存
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

 
。
イ
ナ
ー
デ
モ
 
エ
ー
。
 
往
な
い
で
も
よ
い
。
1
帰
ら
な
く
て
も
い
い
。

 
・
ナ
ー
テ
 
ア
カ
イ
 
ホ
。
 
な
し
て
赤
い
の
。
一
な
ぜ
赤
い
の
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
コ

が
聞
か
れ
た
。
以
上
の
諸
例
か
ら
、
話
部
内
の
二
語
に
わ
た
る
．
曜
・
．
㎝
は
、
順

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
r
」
 
 
〔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
匂
 
 
匂

行
同
化
を
起
し
や
す
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
m
．
照
で
あ
っ
て
も
、
名
詞
、
動

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
 
 
〔

詞
、
、
形
容
詞
な
ど
の
一
語
内
で
は
、
同
化
現
象
は
お
こ
り
に
く
い
。
た
だ
、
形

．
容
詞
「
な
い
」
の
場
合
は
、

 
。
ナ
ン
ド
 
エ
ー
 
モ
ン
 
ナ
ー
 
カ
ー
。
 
何
か
い
い
も
の
は
な
い
の
。

 
 
t
子
供
が
お
八
つ
を
ね
だ
る
こ
と
ば
レ
ー

の
よ
う
に
ナ
ー
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
助
動
詞
［
ま
い
」
は
、
マ
ー

の
形
で
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 
コ

 
．
孤
連
母
音
の
同
化
現
象
が
、
ご
く
限
ら
れ
た
場
合
に
し
か
実
現
し
な
い
こ
と

 
〔

は
、
見
出
方
言
の
非
長
門
的
な
一
面
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
。

 
（
2
）
ザ
行
立

 
ザ
・
ゼ
・
ゾ
は
ダ
・
デ
↑
ド
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

 
。
ヒ
ダ
キ
 
 
日
崎
 
 
 
 
。
ダ
ラ
ニ
 
 
 
ぎ
ら
に
（
た
く
さ
ん
）

 
。
イ
引
デ
ン
 
一
膳
．
 
・
 
。
デ
引
ン
 
 
 
全
然

 
6
力
刻
 
 
 
風
 
 
、
 
 
。
ド
ー
ド
ク
ダ
ン
 
同
族
団
・
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そ
う
し
た
中
で
、
打
消
過
去
の
助
動
詞
ザ
ッ
タ
は
ダ
ッ
タ
と
は
な
ら
な
い
よ
う

で
あ
る
。
若
い
人
々
の
中
に
は
、
．
誰
音
と
意
識
し
て
、
ザ
・
ゼ
・
ゾ
と
発
音
す
・

る
人
も
あ
る
。

 
（
3
）
訂
V
甲
の
現
象

 
 
 
 
／
 
 
／

 
サ
行
子
音
は
語
頭
で
は
ハ
行
子
音
に
変
る
こ
と
が
多
い
。

 
。
ヒ
チ
ョ
リ
マ
ス
 
し
ち
ょ
り
ま
す
 
 
 
。
ホ
イ
ジ
ャ
 
そ
れ
じ
ゃ

 
。
へ
ー
カ
ラ
 
 
 
そ
れ
か
ら
 
 
 
 
 
。
ホ
 
 
 
 
そ
（
文
末
詞
）

 
（
4
）
 
サ
行
動
詞
の
イ
音
便

 
サ
行
四
段
動
詞
は
、
イ
音
便
形
が
全
年
層
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
。
オ
モ
イ
ダ
イ
テ
 
思
い
出
し
て
 
 
 
。
ケ
ナ
イ
チ
ョ
ル
 
治
し
て
い
る

 
。
ノ
マ
イ
テ
 
 
 
飲
ま
し
て
 
 
 
 
。
ク
ワ
ノ
・
テ
 
 
 
食
わ
し
て

 
。
オ
ト
イ
タ
 
 
 
落
し
た

 
（
5
）
 
バ
・
マ
・
ワ
行
動
詞
の
ウ
音
便

 
。
ト
！
デ
 
 
 
 
飛
ん
で
 
 
 
、
 
 
。
オ
ー
ダ
 
 
編
ん
だ

 
。
ヌ
ス
ー
ジ
ョ
ル
 
盗
ん
で
お
る
 
 
 
 
。
ハ
ソ
ー
デ
 
は
さ
ん
で

 
・
判
ー
タ
 
 
買
っ
た

 
さ
き
の
サ
行
イ
音
便
と
と
も
に
、
老
・
少
を
と
わ
ず
さ
か
ん
で
あ
る
。

 
（
6
）
 
「
名
詞
＋
を
」
の
音
声

毒
議
噌
あ
る
名
詞
繕
助
詞
「
を
」
が
続
…
は
調
と
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［

る
。 

。
ワ
シ
ラ
モ
 
ナ
ン
ギ
ヨ
ー
 
ミ
タ
。
 
わ
た
し
ど
も
も
つ
ら
い
め
に
あ
っ

 
 
た
。
〈
宇
津
V

 
・
ホ
ニ
ョ
ー
 
オ
リ
ヨ
ッ
タ
。
 
苦
労
し
た
も
の
だ
。

藤
原
与
一
先
生
著
『
方
言
学
」
 
（
三
省
堂
）
中
の
「
鳥
を
」
の
図
に
よ
る
と
、

中
国
地
方
で
は
ト
リ
ュ
ー
が
優
勢
で
あ
り
、
四
国
地
方
で
は
ト
リ
ョ
ー
類
が
優

勢
で
あ
る
。
中
国
地
方
で
ト
リ
。
1
類
が
ト
リ
ュ
ー
類
と
と
も
に
分
布
し
て
い

る
の
は
、
近
畿
に
近
い
と
こ
ろ
と
、
山
口
県
の
、
主
と
し
て
内
海
、
日
本
海
沿

岸
部
で
あ
る
。
私
の
調
査
で
も
、
見
島
で
は
～
ヨ
ー
類
が
専
用
さ
れ
て
い
た
。
、

 
以
上
、
音
声
面
の
諸
事
実
に
は
、
長
門
方
言
色
が
濃
い
。
そ
の
中
に
は
、
助

詞
「
を
」
を
伴
う
場
合
の
、
「
ト
リ
ョ
ー
（
鳥
を
）
」
式
音
声
の
よ
う
に
、
長
門

方
言
的
で
は
あ
っ
て
も
、
中
国
方
言
的
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
一
，
方
に

 
 
 
 
コ

た
と
え
ば
．
田
連
母
音
の
同
化
し
に
く
い
こ
と
、
た
と
え
ば
波
動
型
の
文
ア
ク
セ

 
 
 
 
に

ン
ト
傾
向
、
な
ど
の
、
一
見
、
非
長
門
的
な
事
実
も
存
す
る
。
今
後
、
こ
れ
ら

の
諸
事
実
の
通
時
的
な
考
察
を
も
行
っ
て
、
見
島
方
言
の
、
長
門
方
言
に
占
め

る
位
置
を
考
え
て
み
た
い
。
、

 
2
 
表
現
法

 
表
現
法
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
文
末
の
訴
え
表
現
に
注
目
し

た
い
。

 
2
・
1
 
文
末
表
現
法

 
見
島
方
言
に
お
け
る
文
末
訴
え
法
と
し
て
は
、
イ
音
尾
や
長
呼
音
に
よ
る
も

の
と
、
文
末
詞
に
よ
る
も
の
と
が
取
上
げ
ら
れ
る
。
 
以
下
に
あ
げ
る
文
末
詞

は
、
調
査
の
際
の
自
然
傍
受
の
過
程
で
得
ら
れ
た
も
の
で
、
文
末
詞
の
意
図
的

調
査
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
文
末
詞
の
総
体
を
こ
こ
に
尽
し

て
は
い
な
い
こ
と
を
、
は
じ
め
に
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
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（
1
）
 
文
末
長
呼
音
に
よ
る
訴
え
か
け

 
文
末
を
長
く
引
く
こ
と
が
、
見
島
で
は
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
相

手
に
訴
え
か
け
る
気
持
が
託
さ
れ
て
い
る
。

 
。
イ
順
列
ダ
メ
ジ
ャ
」
。
 
今
は
も
う
だ
め
だ
よ
。
（
残
念
だ
け
ど
ね
。
）

 
。
タ
マ
ゲ
タ
 
ス
キ
サ
ニ
 
コ
ー
タ
ー
。
 
大
変
好
き
な
の
で
買
っ
た
よ
。

 
。
オ
シ
エ
テ
 
ヤ
レ
ー
。
〈
浦
V
（
こ
の
人
に
）
道
を
教
え
て
や
れ
よ
。

 
。
ア
ス
 
タ
ベ
ル
ー
。
明
日
食
べ
る
よ
。

 
（
2
）
 
イ
音
尾
に
よ
る
訴
え
か
け

 
。
コ
ナ
 
ヒ
ト
ワ
 
マ
タ
イ
 
シ
、
ゴ
ト
ー
 
ス
ル
イ
。
 
こ
の
人
は
利
の
確

 
 
実
な
仕
事
を
す
る
よ
。

 
。
ツ
ラ
イ
 
モ
ノ
イ
。
 
（
冬
、
海
に
も
ぐ
る
の
は
）
つ
ら
い
も
の
で
す
よ
。

 
 
〈
宇
津
V

こ
れ
ら
の
文
末
音
イ
の
訴
え
か
け
は
、
さ
き
の
文
末
長
呼
音
の
そ
れ
に
よ
く
似

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ

て
い
て
、
か
つ
幾
分
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
接
部
の
末
尾
母
音
が
〔
o
．

コ馳
の
時
は
、
長
呼
は
行
な
わ
れ
に
く
く
、
イ
音
叉
を
と
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
末
の
で
を
、
後
に
述
べ
る
、
ヤ
・
ヨ
と
関
連
す
る
文
末

詞
と
認
め
る
こ
と
も
出
来
よ
う
が
、
今
は
イ
音
尾
-
詞
と
認
め
る
に
は
や
や

独
立
性
の
弱
い
も
の
一
と
考
え
て
お
く
。
 
「
ス
ル
イ
 
ヤ
ー
。
」
 
「
イ
ク
イ

ヤ
ー
。
」
の
よ
う
に
、
や
と
重
ね
る
用
法
の
あ
る
点
か
ら
も
、
や
の
類
と
は
認

め
に
く
い
。

 
イ
は
ナ
行
文
末
詞
の
前
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。

．
。
ワ
カ
リ
マ
セ
ン
イ
 
ノ
ー
。
 
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

 
。
カ
マ
ス
オ
 
ナ
ナ
メ
ニ
 
ツ
ッ
チ
ョ
ル
 
ワ
ケ
イ
 
ネ
ー
。
 
か
ま
す
を

 
 
斜
め
に
つ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。

山
口
県
萩
市
見
島
方
言
に
つ
い
て
の
小
報
告
（
そ
の
二
）

 
イ
音
尾
を
有
す
る
こ
と
も
、
防
長
方
言
の
一
特
色
と
言
え
よ
う
か
。
こ
れ
が

添
わ
る
と
、
品
位
は
中
以
上
と
な
る
。

・
次
に
は
文
末
詞
に
よ
る
訴
え
表
現
を
、
単
一
の
文
末
詞
に
よ
る
訴
え
か
け
と

．
二
つ
以
上
の
文
末
詞
を
重
ね
か
け
た
訴
え
か
け
と
に
区
別
し
て
と
り
あ
げ
た
。

 
（
3
）
単
一
の
文
末
詞
に
よ
る
訴
え
か
け

 
 
①
ノ
・
ノ
ー
・
ナ
（
稀
）
・
ネ
《
新
》
・
ネ
⊥
（
新
》

 
 
 
。
オ
ッ
ト
リ
 
コ
マ
イ
 
ガ
イ
ジ
ャ
 
ノ
ー
。
 
特
別
に
小
さ
い
貝
だ
ね

 
 
 
え
。

ノ
の
類
が
一
般
で
、
ナ
の
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
 
ネ
よ
り
更
に
少
な
い
。
 
今

日
、
長
門
地
方
の
日
本
海
沿
岸
域
で
も
、
南
部
に
は
か
な
り
ナ
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
く
ら
べ
て
、
見
島
方
言
は
、
文
末
詞
ノ
と
ナ
の
使
わ
れ
ぎ
ま
か

ら
見
る
と
き
、
長
門
方
言
の
古
態
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 
 
②
ヨ
・
ヤ
・
ヤ
ー
．
ヤ
イ

 
 
 
。
 
．
ヨ
ッ
図
ド
 
オ
圃
ル
デ
ス
 
．
ヨ
。
 
夜
通
し
踊
り
ま
す
よ
。
〈
浦
V

 
ヨ
の
訴
え
が
単
純
な
告
知
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
 
ヤ
は
述
部
へ
の
続
き
か
た

も
、
そ
の
訴
え
か
け
も
、
左
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

 
 
 
。
ヤ
引
テ
 
ヤ
引
ド
 
ヤ
。
 
焼
い
て
や
る
よ
。
〈
宇
津
〉

 
 
 
。
ド
目
違
ン
デ
 
イ
副
 
ヤ
。
 
連
れ
だ
っ
て
行
こ
う
よ
。
．

 
 
、
。
ミ
刻
コ
 
コ
イ
 
ヤ
ー
。
 
道
子
、
来
い
よ
。

 
 
 
。
ワ
シ
ニ
 
ヤ
レ
 
ヤ
ィ
。
．
私
に
呉
れ
よ
。

 
 
 
。
ズ
イ
．
訓
ン
 
オ
引
ー
ヨ
ー
ニ
 
ア
ル
刺
i
 
ヤ
。
 
随
分
多
い
よ
う
に

 
 
 
 
あ
る
だ
ろ
う
、
ね
。
 
（
実
ば
そ
う
じ
や
な
い
ん
だ
。
）

 
 
 
。
イ
マ
 
ヤ
。
 
今
か
。

 
ヨ
の
品
位
は
中
程
度
で
あ
る
が
、
ヤ
は
や
や
低
く
て
、
同
輩
、
目
下
へ
の
も
の
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い
い
に
あ
ら
わ
れ
る
。

 
 
③
ド
・
ド
ー
・
ゾ
（
稀
）
・
ヅ
ー
（
稀
）

 
 
・
エ
ン
コ
ニ
 
ヤ
ル
 
ド
。
 
泣
い
て
る
と
河
童
に
く
れ
て
や
る
ぞ
。

 
 
 
（
泣
き
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
子
供
に
言
う
こ
と
ば
）

 
 
④
デ
・
デ
ー
・
ゼ
（
稀
）

 
 
。
ベ
ッ
タ
リ
 
ア
ル
 
デ
ー
。
 
た
く
さ
ん
あ
る
よ
。

ド
r
デ
の
類
は
い
ず
れ
も
告
知
に
働
い
て
い
る
。
デ
の
類
は
ド
の
類
よ
り
品
位

が
や
や
高
い
。
四
国
方
言
に
聞
く
、
問
い
か
け
の
デ
は
見
島
に
は
な
い
。

 
 
⑤
 
ダ
イ
・

 
 
。
コ
ノ
 
ヵ
 
ス
ッ
パ
リ
 
ウ
チ
 
ク
ル
 
ダ
イ
。
 
こ
の
子
は
始
終
わ

 
 
 
た
し
の
家
に
来
る
よ
。

ド
・
デ
の
類
が
、
相
手
に
直
面
し
て
告
げ
る
姿
勢
の
も
の
で
あ
る
の
に
く
ら
べ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ア
つ

る
と
、
ダ
イ
に
は
、
心
情
を
空
に
言
い
放
つ
趣
が
あ
る
。

 
 
⑥
力
・
カ
ー
ボ
カ
イ
．

 
問
い
か
け
・
疑
い
・
反
駁
・
反
語
の
．
表
現
に
働
い
て
い
る
。

 
 
。
イ
ラ
ン
 
コ
ジ
ャ
ロ
ー
 
カ
イ
。
 
い
ら
な
い
・
子
な
の
か
し
ら
。
 
（
あ

 
 
 
ん
な
家
に
嫁
に
や
る
な
ん
て
。
）

 
 
・
ハ
ー
 
タ
キ
マ
シ
タ
 
カ
。
 
夕
方
の
訪
問
辞

 
 
⑦
 
ガ

 
 
。
ハ
ー
 
デ
キ
マ
シ
タ
 
ガ
。
「
タ
キ
マ
シ
タ
カ
。
」
に
応
ず
る
挨
拶
。

 
 
。
ミ
ズ
ノ
 
ホ
ー
モ
 
テ
ン
ス
イ
イ
ケ
デ
 
ゴ
ザ
ン
シ
ョ
ー
 
ガ
。
 
田

 
 
 
に
ひ
く
水
も
雨
水
を
た
め
た
も
の
で
し
ょ
う
、
ね
。

腕
曲
な
主
張
の
も
の
と
、
相
手
へ
の
念
押
し
の
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
。

 
．
⑧
 
ニ
ー

 
 
。
ア
サ
ジ
ャ
カ
ラ
 
ヨ
ラ
ン
 
ニ
i
。
 
朝
だ
か
ら
人
が
集
ま
ら
な
い
ん

 
 
 
だ
よ
。

二
一
は
常
に
否
定
の
助
動
詞
ン
に
続
い
て
い
る
。
二
一
の
用
法
は
こ
の
よ
う
に

限
ぢ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
「
知
ら
ニ
ー
」
で
あ
ろ
う
か
。

 
ふ
く
え
い
そ
ん

 
福
栄
村
で
は
「
知
ら
ニ
ー
」
で
あ
る
こ
と
が
、
波
多
放
彩
氏
に
よ
っ
て
報

告
さ
れ
て
い
る
。
 
（
「
ふ
る
さ
と
の
こ
と
ば
1
山
口
県
阿
武
郡
福
栄
村
方

言
』
）
文
末
詞
二
一
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
こ
と
が
出

来
よ
う
か
。
 
「
～
ニ
ー
」
は
、
「
～
ヌ
イ
」
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ヌ

イ
は
否
定
の
助
動
詞
「
ぬ
、
」
に
イ
音
尾
の
添
う
た
も
の
で
あ
る
。
ヌ
イ
が
二
一

と
な
っ
た
と
き
㍉
否
定
の
気
持
を
よ
り
明
確
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
ン
が
挿
入

さ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
ー
ン
が
挿
入
さ
れ
る
と
、
否
定
の
機
能
は
ン
に
移

っ
て
、
二
一
は
も
っ
ぱ
ら
心
情
の
訴
え
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
⑨
 
ジ
ャ
（
稀
）

 
 
。
カ
ワ
ラ
ー
 
ジ
ギ
。
 
変
ら
な
く
っ
て
さ
、
変
る
よ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ

出
自
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
「
変
ら
い
で
は
」
が
想
定
さ
れ
る
が
、
現
実
態
と
し

て
は
、
」
ジ
ャ
と
い
う
単
純
形
と
認
め
ら
れ
る
。

 
 
⑩
 
コ
ト
イ
．

 
 
。
ガ
イ
ナ
 
ヨ
ク
ワ
 
セ
ン
 
コ
ト
イ
。
 
む
や
み
な
欲
張
り
を
す
る
も

 
 
 
の
で
は
な
い
よ
。

 
 
⑪
 
ソ
・
ホ

 
 
。
ツ
ル
イ
 
ヒ
ヤ
シ
チ
ョ
ク
 
ソ
。
．
井
戸
に
ひ
や
し
て
お
く
の
。

 
 
。
コ
ナ
イ
ダ
 
ユ
ー
チ
ョ
ル
 
ポ
。
 
こ
の
間
、
言
っ
て
い
る
の
。

防
長
方
言
の
代
表
的
文
末
詞
ソ
・
ホ
は
、
見
島
に
も
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
ソ
と
ホ
は
ほ
ぼ
同
勢
力
で
あ
る
。
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、
、
⑫
ワ
イ

 
 
。
ヒ
タ
ワ
 
ヒ
ロ
イ
 
ワ
イ
、
 
下
は
広
い
よ
。

 
 
⑬
 
ノ
ー
タ
〈
稀
▽

 
 
。
ホ
ニ
ョ
ー
 
オ
リ
マ
ス
イ
 
ノ
ー
タ
。
 
ほ
ね
を
お
め
ま
す
よ
、
、
あ
な

 
 
 
た
。

こ
れ
は
老
女
の
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
土
地
人
に
た
し
か
め
る
と
、
見
島
で
は
ノ

ー
ダ
は
言
わ
な
い
と
答
え
た
。
こ
の
人
以
外
に
も
、
老
女
に
は
時
に
ノ
ー
タ
が

聞
か
れ
た
が
、
旅
人
の
私
に
〃
萩
こ
と
ば
〃
を
使
っ
て
敬
意
を
表
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

 
 
⑭
 
ヨ
ー

 
 
。
モ
ド
レ
 
ヨ
ー
。
 
帰
れ
よ
う
。

 
単
一
の
文
末
詞
に
よ
る
訴
え
表
現
の
も
の
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
以
上
の
も
の
が

得
ら
れ
た
。
こ
れ
ち
の
文
夫
詞
は
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
重
ぬ
か
け
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

 
（
4
）
 
重
ね
か
け
の
文
末
詞
に
よ
る
訴
え

文
末
詞
を
重
ね
か
け
た
も
の
の
中
に
は
、
熟
し
て
一
語
と
な
っ
た
も
の
一

複
合
の
文
末
詞
と
呼
び
得
る
も
の
一
と
、
馳
二
語
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
1

文
末
詞
の
累
加
形
と
も
い
う
べ
き
も
の
一
と
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
今
は

こ
の
両
者
を
区
別
し
な
い
で
、
す
べ
て
重
ね
か
け
の
も
σ
と
し
て
取
上
げ
て
い

く
。 

 
①
ナ
行
文
誉
詞
を
末
尾
に
持
つ
も
の

 
 
 
ヨ
ノ
・
ヨ
ノ
ー
・
カ
ノ
・
カ
ノ
ー
・
カ
イ
ノ
・
カ
イ
ノ
ー
・
ガ
ノ
・
ガ

 
 
 
ノ
ー
・
ト
イ
ノ
・
ニ
ー
ノ
・
二
i
ノ
ー
・
ソ
イ
ノ
・
ホ
イ
ノ
・
ワ
メ
・

 
 
 
ワ
イ
ノ
ー

山
口
県
萩
市
見
島
方
言
に
つ
い
て
の
小
報
告
（
そ
の
二
）

 
 
 
ガ
ナ
（
稀
）
・
デ
ー
ナ
（
稀
）

 
 
 
カ
ネ
．
ガ
ネ
・
ソ
イ
ネ
・
ホ
イ
ネ

こ
れ
ら
の
う
ち
で
、
ト
イ
ノ
、
ワ
ノ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
イ
、
ワ
の
単
純
形
文
末

詞
と
し
て
は
得
ち
れ
ず
、
こ
の
複
合
形
の
み
が
聞
か
れ
た
。

 
 
。
チ
ュ
ー
カ
イ
 
フ
ー
ミ
ガ
 
チ
ガ
イ
マ
ス
 
ト
イ
ノ
。
 
 
（
見
回
の
西

 
 
 
瓜
と
萩
の
西
瓜
と
で
は
）
ま
っ
た
く
風
味
が
違
う
そ
う
で
す
よ
。

 
 
。
ナ
ン
チ
ュ
ー
 
コ
タ
ー
 
ナ
ー
 
ワ
ノ
。
 
 
な
ん
て
こ
と
も
な
い
わ

 
 
 
ね
。

 
 
②
ヤ
行
文
末
詞
を
末
尾
に
持
つ
も
の

 
 
 
ド
ヨ
ー
・
カ
ヨ
・
ソ
ヨ
・
ホ
ヨ

 
 
 
カ
ヤ
・
カ
ー
ヤ
・
ガ
ヤ

 
 
 
③
ア
ン
タ
を
末
尾
に
持
つ
も
の

 
 
 
ノ
ア
ン
タ
・
ノ
ー
ア
ン
タ

 
 
。
メ
ニ
ャ
ー
 
ミ
エ
ナ
イ
 
ノ
ア
ン
タ
。
 
（
・
い
く
ら
働
い
て
も
）
嫁
の
私

 
 
 
の
働
き
が
目
立
つ
こ
と
は
な
い
の
で
す
よ
。
、

 
 
。
ヌ
ク
モ
リ
ガ
 
チ
ガ
ワ
 
ノ
3
ア
ン
タ
。
 
ぬ
く
も
り
か
た
が
違
い
ま

 
 
 
す
よ
つ

土
地
人
は
、
見
島
で
は
ノ
ン
タ
を
言
わ
な
い
と
答
え
た
が
、
ノ
ン
タ
の
素
地
は

こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。

 
文
末
詞
を
重
ね
か
け
る
時
、
末
尾
に
位
置
し
て
訴
え
性
を
し
め
く
く
る
の

は
、
ナ
行
文
末
詞
と
ヤ
行
文
末
詞
、
お
よ
び
代
名
詞
系
の
ア
ン
タ
で
あ
る
。
ナ

行
文
末
詞
は
、
ア
ン
タ
と
の
複
合
・
累
加
の
場
合
に
限
っ
て
上
接
部
と
な
る
。

 
（
5
）
 
文
末
詞
と
述
部
と
の
融
合
．
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文
末
詞
ワ
イ
・
ワ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
、
述
部
の
末
尾
と
融
合
す
る
こ
と
が

あ
る
。

 
 
・
マ
ダ
 
イ
キ
チ
ョ
ー
ラ
イ
。
 
ま
だ
生
き
て
い
る
よ
。

 
 
。
ダ
ラ
ニ
 
ア
ラ
ー
。
 
た
く
さ
ん
あ
る
よ
。

 
と
こ
ろ
で
、
以
下
の
よ
う
な
ラ
イ
・
ラ
i
・
う
は
、
現
実
態
と
し
て
は
、
文

末
詞
と
し
て
独
立
し
た
も
の
と
見
得
る
。

 
 
。
ト
シ
ジ
ャ
 
ラ
イ
。
 
も
う
年
だ
よ
。
老
い
た
よ
。

 
 
・
ナ
ガ
 
ア
リ
マ
ス
 
ラ
ー
。
 
、
名
前
が
あ
り
ま
す
よ
。

 
 
。
カ
タ
チ
ン
バ
ジ
ャ
 
ラ
。
 
こ
の
下
駄
は
片
ち
ん
ば
だ
よ
。

 
打
消
の
助
動
詞
「
ぬ
」
で
終
る
述
部
と
融
合
し
た
場
合
は
ナ
イ
。
ナ
ー
と
な

る
。 

 
σ
ク
引
デ
 
園
U
テ
 
ヘ
リ
ャ
ー
 
セ
ナ
イ
 
ノ
ー
。
 
口
で
小
優
し
く

 
 
」
言
っ
た
っ
て
、
別
に
お
金
も
口
も
へ
り
は
し
な
い
よ
、
ね
え
。

 
 
。
タ
劇
ワ
 
デ
ン
デ
図
 
引
マ
セ
ナ
、
1
。
 
他
地
で
暮
し
た
こ
と
は
全
然

 
 
 
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

 
総
覧
し
て
、
長
門
方
言
文
末
詞
が
見
島
に
も
よ
ぐ
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

じ
が
た
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
i
-

地
方
で
聞
く
、
エ
（
「
ホ
ン
ト
エ
。
本
当
か
。
」
 
「
イ
コ
ー
 
エ
ー
。
行
こ
う

よ
。
」
）
は
、
賢
島
で
は
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
。
一
方
（
見
島
の
老
人
層
に
聞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ
が
た

く
「
～
ぬ
わ
い
」
相
当
の
ナ
イ
。
ナ
ー
は
地
方
で
は
聞
い
て
い
な
い
。

 
2
・
2
述
部
表
現
の
二
、
三
に
つ
い
て

 
（
唱
）
 
動
詞
・
助
動
詞
に
よ
る
敬
意
表
現
法

 
 
b
ア
ネ
ー
 
オ
シ
ラ
レ
マ
ス
。
 
皆
さ
ん
が
そ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま

 
 
 
す
。
（
老
人
こ
と
ば
）

 
 
・
マ
タ
 
オ
イ
デ
マ
セ
。
 
ま
た
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。

 
 
。
ヤ
サ
シ
ュ
ー
シ
テ
 
ツ
カ
サ
ン
セ
。
 
お
母
さ
ん
に
優
し
く
し
て
下
さ

 
 
 
い
よ
。

 
 
。
オ
ヒ
ニ
 
ナ
リ
マ
シ
久
 
力
。
 
お
目
覚
め
で
す
か
。
 
《
こ
の
頃
は
聞

 
 
 
か
な
い
。
》

 
 
。
オ
ダ
イ
ジ
 
ナ
サ
ン
セ
。
お
大
事
に
な
さ
い
ま
せ
。
（
見
送
り
の
こ
と

 
 
 
ば
）

 
 
。
ユ
ー
二
、
ハ
ナ
シ
サ
ン
セ
。
 
ゆ
っ
く
り
話
し
な
さ
い
ま
せ
。

 
 
。
ヤ
ス
ミ
ン
サ
レ
。
 
お
や
す
み
な
さ
い
。
 
（
夜
の
辞
去
の
挨
拶
）

 
 
・
ネ
ン
 
オ
イ
レ
サ
イ
 
ヤ
。
 
お
大
事
に
ね
。
 
（
別
れ
の
挨
拶
）
〈
宇

 
 
 
津
V

 
 
。
シ
ナ
レ
マ
シ
タ
。
 
家
内
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

 
 
。
オ
エ
ロ
ー
 
ゴ
ザ
ン
シ
タ
。
 
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

 
 
・
シ
コ
ナ
ジ
ャ
 
ア
リ
マ
セ
ン
ロ
 
カ
。
 
そ
れ
は
あ
だ
な
で
は
な
い
で

 
 
 
し
ょ
う
か
。

 
こ
れ
ら
の
表
現
法
が
相
寄
っ
て
な
す
敬
意
表
現
法
は
、
長
門
方
言
の
敬
意
表

現
法
の
体
系
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
お
互
い
の
挨
拶
の
乙
と
ば
の
中

や
、
あ
る
い
は
旅
の
人
に
対
す
る
こ
と
ば
の
中
で
用
い
ら
れ
る
程
度
で
、
日
常

一
般
に
は
さ
ほ
ど
耳
だ
た
し
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
レ
ル
は
、
死
去
を
言

う
シ
ナ
レ
ル
、
イ
カ
レ
ル
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
シ
ナ
レ
ル
は
自
己
の

家
族
の
死
去
を
告
げ
る
場
合
に
た
び
く
用
い
ら
れ
た
。

 
（
2
）
推
量
表
現

 
推
量
表
現
で
は
、
老
。
少
・
男
。
女
と
も
に
、
助
動
詞
ロ
ー
を
用
い
る
の
が
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一
般
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．

 
 
 
。
オ
バ
サ
ン
ガ
 
オ
ル
ロ
ー
。
ア
ノ
 
ヘ
ン
。
 
お
ば
さ
ん
が
い
る
だ
ろ

 
 
 
 
う
。
あ
の
辺
よ
。
 
（
道
を
教
え
て
く
れ
た
女
子
小
学
生
の
こ
と
ば
）

 
 
 
。
コ
コ
ワ
 
ヤ
ネ
コ
イ
ロ
。
 
津
島
は
土
が
ね
ば
い
で
し
ょ
。

 
 
 
。
…
…
ア
ン
タ
 
ウ
ミ
タ
イ
ダ
ケ
 
ウ
ン
ダ
ロ
ー
 
ガ
ノ
。
そ
れ
が
ね
え

 
 
 
 
あ
ん
た
、
産
み
た
い
だ
け
産
ん
だ
で
し
ょ
う
、
．
ね
。
 
（
だ
か
ら
子
供
は

イ
 
 
 
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
い
る
の
よ
。
）

 
 
こ
れ
ら
に
ま
じ
っ
て
、
ジ
ャ
ロ
ー
・
ヤ
ロ
ー
が
止
き
に
聞
か
れ
る
。
新
し
く

 
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
・
過
去
推
量
に
は
タ
ロ
ー
を
用
い
て
、
ツ
a
l
は
言
わ

 
な
い
。
あ
る
老
女
は
「
以
前
、
ツ
ロ
ー
を
言
う
お
じ
い
さ
ん
が
い
た
。
」
と
語

 
つ
た
が
、
私
自
身
は
こ
れ
を
一
度
も
聞
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
長
門
地
方

 
の
、
日
本
海
沿
岸
南
部
で
、
〃
ロ
ー
は
聞
か
れ
な
い
が
、
ツ
ロ
ー
は
行
な
わ
れ
て

 
い
る
”
の
と
は
反
対
の
現
象
が
見
繕
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
藤
原
与
一
先

 
生
の
、
 
》
U
一
》
ピ
国
0
6
-
O
国
O
O
幻
》
℃
頃
H
O
》
ピ
ω
日
d
U
図
O
切
門
出
国

 
 
『
b
勺
》
Z
図
Q
a
国
U
図
》
い
国
O
日
。
っ
6
♂
捕
（
岡
○
い
国
い
○
知
国
ω
日
d
U
一
国
Q
っ

 
 
く
O
い
●
導
く
）
の
三
〇
図
「
ア
ル
ダ
ロ
ー
 
カ
」
に
よ
る
と
、
 
「
ア
ル
ロ
ー

 
 
カ
」
・
「
ア
ル
ロ
 
カ
」
は
土
佐
。
南
予
に
よ
く
分
布
し
て
お
り
ハ
中
国
地

 
方
に
は
山
口
県
に
点
々
と
分
布
が
見
え
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
見
島
に
ロ
ー
が

 
き
か
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
防
長
的
で
は
あ
る
が
、
中
国
方
言
と
し

 
て
は
異
色
の
庵
の
と
言
え
よ
う
。

 
 
（
3
）
 
可
能
表
現

 
 
可
能
表
現
の
助
動
詞
と
し
て
濾
、
レ
ル
（
ラ
レ
ル
）
ヨ
ル
・
キ
レ
ル
．
キ
ラ

 
レ
ル
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
「
キ
キ
ト
レ
マ
セ
ナ
i
。
」
の
よ
う

 
に
、
レ
ル
が
動
詞
に
融
合
し
た
形
1
い
わ
ゆ
る
可
能
動
詞
を
用
い
る
こ
と
略

山
口
県
萩
市
見
島
方
言
に
つ
い
て
の
小
報
告
（
そ
の
二
）

あ
る
。
な
お
、
キ
レ
ル
・
キ
ラ
レ
ル
は
、
現
実
に
は
キ
レ
ン
・
・
キ
ラ
レ
ン
と
い

っ
た
否
定
の
言
い
か
た
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

 
 
。
ボ
ク
ヤ
カ
ラ
 
ジ
ガ
 
カ
カ
レ
ン
。
 
こ
の
筆
・
は
先
が
す
り
き
れ
て
と

 
 
 
が
っ
て
い
な
い
か
ら
、
字
が
書
け
な
い
。

 
 
。
イ
ッ
シ
ョ
ー
チ
ュ
ー
 
モ
ナ
 
ノ
ミ
ヨ
ラ
ン
。
 
一
升
な
ど
と
い
う
大

 
 
 
量
の
酒
を
、
と
て
も
私
は
飲
む
こ
と
が
出
来
な
い
。

 
 
。
ソ
，
レ
グ
ラ
イ
ノ
 
コ
ト
ワ
 
ノ
ミ
ヨ
ル
。
 
そ
の
程
度
な
ら
飲
む
こ
と

 
 
 
が
出
来
る
。

 
 
。
コ
イ
ダ
ケ
ノ
 
ゴ
チ
ソ
ー
ワ
 
ク
イ
ヨ
ラ
ン
。
 
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

 
 
 
．
の
ご
ち
そ
う
は
食
べ
き
れ
な
い
。

 
 
。
ハ
ナ
シ
キ
ラ
レ
ン
。
 
 
（
あ
の
こ
ろ
の
苦
労
を
私
は
と
う
て
い
）
話
す

 
 
 
こ
と
が
出
来
な
い
。

 
 
。
割
キ
図
ン
ダ
ケ
 
ア
ル
 
、
引
、
 
着
物
は
一
生
か
か
っ
て
も
着
こ
な
せ

 
 
 
な
い
程
、
た
く
さ
ん
あ
る
よ
。

 
レ
ル
（
ラ
レ
ル
）
は
、
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
外
的
条
件
に
注
目
し
た
時

に
用
い
ら
れ
る
「
こ
と
が
多
く
、
ヨ
ル
は
、
主
と
し
て
、
こ
と
を
実
現
す
る
能
力

に
注
目
し
た
時
に
用
い
ら
れ
る
。
キ
レ
ン
は
前
者
に
近
く
、
キ
ラ
レ
ン
は
後
者

に
近
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
ヨ
ル
の
形
態
を
と
る
も
の
に
は
「
昔
は
、
ホ
ニ
ョ
ー
 
オ
リ
ヨ
ッ
タ
。
」
の
よ
う

に
進
行
態
を
あ
ら
わ
す
も
の
も
あ
る
。
進
行
態
の
ヨ
ル
の
出
自
は
「
居
る
」
で

あ
り
、
一
方
可
能
表
現
の
ヨ
ル
は
「
得
る
」
で
あ
ろ
う
。
可
能
表
現
の
ヨ
ル
は

大
津
郡
あ
た
り
で
も
聞
か
れ
、
南
下
し
て
豊
浦
郡
、
下
関
市
に
入
る
と
エ
ル
で

あ
る
。
九
州
西
南
部
の
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
な
ど
の
 
「
飲
み
ユ
ル
」

・
「
飲
み
ユ
リ
、
」
は
、
ヨ
ル
と
一
連
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
．
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（
4
＞
 
打
消
過
去
の
表
現

 
過
去
の
否
定
的
事
実
を
あ
ら
わ
す
に
は
、
老
少
と
も
に
「
ザ
ッ
タ
」
を
用
い

る
。 

 
．
。
シ
ュ
調
デ
 
イ
劃
ザ
ッ
タ
。
 
珠
算
が
あ
っ
た
の
で
行
け
な
か
り

 
 
 
た
Q
．

 
（
5
）
ゴ
ト
表
現

 
 
。
サ
到
ガ
 
カ
矧
テ
モ
 
ニ
ゲ
ン
ゴ
ト
 
ネ
ー
。
 
魚
が
か
か
っ
て

 
 
 
も
逃
げ
な
い
よ
う
に
ね
、
釣
針
に
か
か
り
が
あ
る
。
〈
浦
V

主
と
し
て
老
人
の
こ
と
ば
に
、
と
き
お
り
「
よ
う
だ
」
相
当
の
ゴ
ト
が
聞
か
れ

る
。

 
（
付
）
 
下
二
段
活
用

 
使
役
の
助
動
詞
に
は
セ
ル
と
ス
ル
が
あ
る
。

 
 
。
ワ
ザ
ク
ト
 
ワ
ル
イ
 
コ
ト
 
サ
セ
ル
。
 
わ
ぎ
と
悪
い
こ
と
を
さ
せ

 
 
 
る
。

 
 
。
劃
セ
ー
 
ナ
釧
ス
ル
 
ド
。
 
こ
の
ご
ろ
の
子
供
は
先
生
を
泣
か
せ

 
 
 
る
ぞ
。

 
ス
ル
は
青
少
年
の
こ
と
ば
に
は
聞
か
れ
な
い
。
老
人
も
セ
ル
を
用
い
る
こ
と

も
あ
る
。
ス
ル
以
外
分
下
二
段
活
用
の
語
と
し
て
は
「
ミ
ユ
ル
・
（
見
ゆ
る
）
」

を
、
老
人
男
子
か
ら
一
度
聞
い
た
だ
け
で
あ
る
。
 
「
通
ら
ル
ル
」
の
よ
う
に
、

老
人
は
ル
ル
を
使
う
こ
と
も
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
が
、
会
話
の
中
で
自
然
に
聞

き
得
て
は
い
な
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
」

 
2
・
3
 
接
続
助
詞
「
サ
ニ
」

 
共
通
語
の
接
続
助
詞
「
か
ら
」
に
相
当
す
る
助
詞
に
は
、
サ
ニ
と
カ
ラ
と
が

あ
る
。
サ
ニ
は
カ
ラ
よ
り
は
る
か
に
優
勢
で
、
全
年
層
の
男
女
に
よ
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。

 
 
・
オ
刻
ガ
 
ワ
ク
サ
ニ
 
．
コ
イ
 
ヤ
イ
。
'
お
茶
が
わ
く
か
ら
、
遊
び

 
 
 
に
来
い
よ
。

 
 
。
ヨ
ク
ナ
サ
ニ
 
ソ
ネ
ー
 
ア
ル
 
ソ
イ
ノ
。
 
欲
が
深
い
か
ら
、
そ
ん

 
 
 
な
ふ
う
な
ん
で
す
よ
。

 
 
。
エ
コ
 
コ
サ
ニ
 
ド
ネ
ー
デ
モ
 
ナ
ル
サ
ニ
。
 
気
だ
て
の
い
い
子
だ

 
 
 
か
ら
、
ど
ん
な
に
で
も
親
の
思
い
ど
お
り
に
な
る
か
ら
。

 
 
。
ガ
ン
ク
ー
ジ
ャ
ヵ
ラ
 
ダ
シ
㍗
一
 
セ
ン
 
ゾ
。
 
あ
い
つ
は
け
ち
ん

 
 
 
ぼ
だ
か
ら
お
金
を
出
し
は
し
な
い
そ

 
カ
ラ
は
体
言
に
直
接
続
く
こ
と
は
な
い
が
、
 
サ
ニ
に
は
体
言
に
続
け
る
、
．

「
だ
か
ら
」
相
当
の
用
法
も
あ
る
。
サ
ニ
の
出
自
は
明
か
で
な
い
が
、
「
順
態

接
続
の
二
に
サ
を
添
え
た
も
の
」
、
「
古
い
時
代
の
〃
そ
へ
に
（
そ
ゑ
に
）
〃

と
関
係
の
あ
る
も
の
」
、
「
近
畿
の
サ
カ
イ
ニ
の
一
連
の
も
の
」
な
ど
が
想
定

さ
れ
よ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
逆
態
接
続
に
は
ソ
ニ
を

用
い
て
、
 
「
ア
レ
ダ
ケ
 
ユ
ー
ソ
ニ
 
ド
シ
テ
モ
 
キ
カ
ン
 
チ
ャ
。
 
（
あ
れ

だ
け
言
う
の
に
ど
う
し
て
も
聞
か
な
い
の
だ
よ
。
」
の
よ
う
に
言
う
。

 
見
島
以
外
の
長
門
地
方
で
は
、
阿
武
郡
で
サ
ニ
を
用
い
る
こ
と
が
『
全
国
方
「

言
辞
典
」
に
見
え
て
い
る
。
阿
武
郡
福
栄
村
の
方
言
集
 
『
ふ
る
さ
と
の
こ
と

ば
』
に
も
「
行
き
た
い
サ
一
こ
「
そ
れ
じ
ゃ
サ
一
こ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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尾
道
筑
期
大
学
講
師
、
江
端
義
夫
氏
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
知
多
半
島
、
お
よ

び
、
尾
張
と
三
河
と
の
境
の
地
点
で
、
「
コ
マ
ル
サ
ニ
（
困
る
か
ら
）
」
「
ヨ

ー
ケ
ナ
イ
サ
ニ
（
た
く
さ
ん
な
い
か
ら
）
」
の
よ
う
に
、
サ
ニ
が
聞
か
れ
る
そ

う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
近
似
の
語
形
態
の
順
態
接
続
の
助
詞
と
し
て
は
、
近
畿

周
辺
の
「
セ
一
こ
・
「
セ
ン
」
・
「
シ
ョ
イ
」
、
あ
る
い
は
長
崎
県
の
平
戸
、

壱
岐
、
天
草
、
島
原
な
ど
の
「
セ
一
こ
・
「
セ
ン
」
・
「
シ
ェ
ン
」
が
あ
る
。

見
島
方
言
の
サ
ニ
と
出
自
を
同
じ
ゅ
う
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
も
今
後
に

残
る
課
題
で
あ
る
。

3
 
 
語
詞
・
語
彙

 
3
・
1
．
程
度
副
詞
の
語
彙
体
系

 
出
島
方
言
の
語
彙
考
察
の
一
端
と
し
て
、
程
度
副
詞
語
彙
を
取
上
げ
た
。
副

詞
語
彙
調
査
を
意
図
し
て
の
調
査
を
行
っ
て
は
い
な
い
の
で
、
こ
の
分
野
の
語

彙
の
総
体
を
す
く
い
得
て
は
い
な
い
が
、
日
常
の
言
語
生
活
に
多
用
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
ほ
ぼ
聞
き
得
た
か
と
思
う
。

 
（
1
）
 
分
量
関
係
の
、
副
詞

 
 
①
分
量
・
度
合
の
甚
し
い
こ
と
を
あ
ら
わ
す
も
の

 
こ
こ
に
は
、
「
非
常
に
」
・
「
た
く
さ
ん
」
に
相
当
す
る
語
を
取
上
げ
て
い

る
。
一
語
一
語
の
意
義
・
用
法
の
説
明
を
省
略
し
て
、
度
合
の
甚
し
い
こ
と
を

示
す
語
に
は
○
印
を
、
分
量
の
多
い
こ
と
を
表
わ
す
語
に
は
×
印
を
与
え
た
。

両
用
さ
れ
る
語
に
は
、
い
ず
れ
の
印
を
も
与
え
て
い
な
い
。

山
口
県
萩
市
見
回
方
言
に
つ
い
て
の
小
報
告
ハ
そ
の
二
）

○エ○マ○ヤ1×ジ
ラ1コ
イ ト

り
  ゴ○タxシ○
ヨ ツ ク ゴ

11剥サ 列
ニ ナ ン

ズ
イ
ブ
ン

×ギ
ョ
ー
サ
ン

ゴ
ッ
ポ

X
一
舌
）

 
 ホ

カ
ニ

区
ヤ
リ
ノ
ヤ
ン
ダ
ー

O
i

マ
コ
ト

○
 
 
ー

オ
ソ
ロ
シ
ュ
ー

オ
モ
イ
デ
ナ

ス○ト○べ×ダ×ド○ヨ○ズ

バテツラ．ヒ1イラ モ タ1ニ  ョ サ1 1

シ  リ' ！ ナフ
ユ     シ  ン

1  ． ナi

 
i
（
新
）

バ
ク
ダ
イ

○

ヨ
ー
シ
ナ

ヨi×ド

1 ヒ
ケ  ヨ
   ｝

  シ

べ
ー
ッ
タ
リ

○ト
ツ
ケ
モ
ナ
ク

O
i

タ
マ
ゲ
タ

オ
モ
イ
デ
ニ

「
タ
マ
ゲ
タ
」
・
「
オ
モ
イ
デ
ニ
」
は
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
も
と
の
動
詞
と
し
て
の
語
意
を
い
く
ら
か
は
残
し
な
が
ら
も
、
す
で
に
程

度
副
詞
と
認
め
得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

 
 
。
タ
マ
ゲ
タ
 
キ
レ
3
ニ
 
ア
リ
マ
入
 
ノ
ー
。
 
随
分
き
れ
い
で
す
ね

 
 
．
え
。

 
 
。
オ
モ
イ
デ
ニ
'
ヨ
カ
ッ
タ
。
 
予
想
外
に
大
変
よ
か
っ
た
。

 
「
ま
っ
た
く
」
・
．
「
全
部
」
に
相
当
す
る
副
詞
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

イ
ヨ
イ
ヨ
 
 
 
 
 
 
キ
レ
ー
ニ
 
 
 
 
 
 
ミ
ナ
 
 
 
 
ゼ
ン
ブ

ナ
ン
デ
モ
カ
ン
．
デ
モ
 
 
ヒ
キ
ク
ニ
ン
ガ
ヒ
ャ
ク
ニ
ン
 
．
バ
ン
ジ
バ
ン
タ
ン

 
 
。
イ
ヨ
イ
ヨ
‘
ホ
ト
ケ
サ
ン
ミ
タ
イ
ニ
…
・
：
。
ま
っ
た
く
仏
様
の
よ
う
な

 
 
 
善
人
で
…
…
。
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。
ド
ノ
 
コ
モ
キ
レ
ー
ニ
 
オ
ジ
ナ
ド
ー
ヨ
ー
。
 
ど
の
子
も
一
滴

 
 
 
も
酒
を
飲
ま
ず
、
女
同
様
だ
。

 
次
の
も
の
に
、
主
と
し
て
否
定
の
表
現
と
呼
応
す
る
副
詞
で
「
全
然
」
相
当

で
あ
る
。
 
一
般
に
は
「
陳
述
の
副
詞
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ

ら
の
中
に
は
、
述
部
修
飾
の
機
能
や
、
時
空
名
詞
修
飾
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ

語
も
あ
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
あ
げ
た
。

ガ
イ
ニ

カ
・
イ
サ
ナ

テ
ン
デ

。
タ
ビ
ノ

・
ガ
イ
ニ

。
ア
メ
カ

来
た
無
角
牛
は
、
ま
っ
た
く
役
に
た
た
な
い
。

よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

 
 
た
ら
、
西
瓜
の
味
が
全
然
違
い
ま
す
よ
。

 
。
チ
ュ
ー
カ
イ

 
 
よ
。

 
。
カ
イ
サ

 
。
カ
イ
サ

 
。
コ
ッ
ケ
モ
ク
レ

 
以
上
の
副
詞
語
詞
の
中
で
、

副
詞
で
あ
る
。

 
 
。
コ
囚

 
ガ
イ
 
 
 
「
チ
ュ
ー
ニ
 
 
 
 
チ
ュ
ー
カ
イ

 
カ
イ
サ
 
 
 
コ
ッ
ケ
モ
ク
レ
 
 
デ
ン
デ
ン

 
ネ
ッ
カ
ラ
 
 
ヒ
ト
ッ
ツ
モ
 
 
 
ナ
ン
サ
エ

ム
カ
ク
ワ
 
ガ
イ
 
ヤ
ク
ニ
 
タ
タ
ン
。
 
他
地
か
ら
入
っ
て

ち
が
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
 
ま
ワ
た
く
違
う
と
い
う

フ
ッ
タ
ラ
 
チ
ュ
ー
カ
イ
 
チ
ガ
ウ
 
ヨ
ノ
i
。
 
雨
が
降
っ

 
 
ム
コ
ー
ニ
 
ア
ッ
タ
 
訓
。
 
ず
う
っ
と
向
う
に
あ
っ
た

シ
ョ
モ
ガ
ナ
イ
。
 
ま
っ
た
く
収
穫
（
所
務
Y
が
な
い
。

コ
マ
イ
。
 
．
ま
っ
た
く
小
さ
い
つ

 
 
 
ス
ガ
タ
ガ
 
ナ
イ
。
 
全
然
姿
が
見
え
な
い
。

 
 
 
 
 
 
そ
の
語
形
態
の
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、
ナ
語
尾

カ
 
ヨ
ー
シ
ナ
 
テ
ガ
 
ハ
バ
シ
ー
 
ノ
ー
。
 
こ
の
子
は
ず

 
 
 
い
ぶ
ん
手
早
い
ね
え
。

 
 
。
ゴ
ッ
ポ
ナ
 
オ
イ
ー
 
ノ
i
。
 
ず
い
ぶ
ん
多
い
ね
え
。

 
 
・
力
引
ナ
 
カ
引
ナ
 
シ
ョ
モ
ガ
 
ナ
イ
。
 
 
全
然
、
収
穫
（
所

 
 
 
務
）
が
な
い
。

 
ナ
語
尾
副
詞
に
は
、
オ
モ
イ
デ
ニ
と
オ
モ
イ
デ
ナ
、
カ
イ
サ
と
カ
イ
サ
ナ
の

よ
う
に
、
ナ
語
尾
と
二
語
尾
を
あ
わ
せ
持
つ
も
の
や
、
「
ナ
の
な
い
語
形
と
ナ
の

あ
る
語
形
が
併
用
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ナ
語
尾
の
も
の
に
は
、
強
勢
の
語
気

が
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
、
「
カ
イ
サ
ナ
、
モ
ン
（
つ
ま
ら
ぬ
奴
）
」
、
「
ガ
イ

ナ
 
ニ
ン
ゲ
ン
（
く
だ
ら
ぬ
人
間
）
」
 
の
よ
う
に
一
 
体
言
修
飾
の
用
法
も
あ

る
。 

 
②
 
分
量
・
度
合
の
少
・
小
な
る
こ
と
を
あ
6
わ
す
も
の

 
チ
ョ
イ
ト
 
 
 
 
チ
ョ
イ
 
 
 
 
チ
ョ
ッ
ト
 
 
 
 
チ
ー
ト

 
モ
チ
ー
ト
 
 
 
 
ダ
イ
シ
『
コ
ー
 
 
シ
ョ
ー
シ
ョ
ー
 
 
チ
ョ
ポ
ッ
ト

 
チ
ョ
ボ
リ
ク
ソ
 
 
チ
ョ
ビ
ッ
ト

 
 
③
そ
の
他
の
、
分
量
度
合
関
係
の
副
詞

 
オ
ッ
同
リ
（
特
別
）
 
 
オ
ッ
ト
ー
リ
 
 
ヤ
ミ
ク
モ
（
む
や
み
に
）
．
．

 
エ
ッ
司
ロ
（
よ
く
よ
く
）
 
 
エ
ー
ゴ
ー
ロ
（
適
当
に
）
 
 
ダ
イ
メ
ン
（
大

 
分
）
 
 
ダ
イ
ブ
ン
 
 
オ
ー
カ
タ
 
 
ナ
カ
ナ
カ
 
 
ア
ン
マ
リ

 
ロ
ク
ニ
 
 
ナ
ン
ボ

 
（
2
）
 
時
間
関
係
の
副
詞

 
 
①
緩
急
・
長
短
．
順
序
に
関
す
る
も
の

 
ス
グ
 
 
 
 
ス
グ
サ
マ
 
 
タ
チ
マ
チ
ニ
 
 
マ
ッ
タ
リ
ナ
シ
ニ

 
イ
キ
ナ
リ
 
 
イ
キ
ナ
リ
ハ
チ
ベ
ー
 
オ
イ
ソ
ラ
ト
 
オ
イ
ソ
ラ
ト
ユ
ー
テ
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ユ
ッ
ク
リ
 
 
ナ
ガ
シ
ユ
ー
 
 
ジ
コ
ジ
コ
（
じ
わ
じ
わ
と
）
イ
ッ
チ
（
も

 
つ
と
も
）
 
 
イ
チ
バ
ン

 
 
②
継
続
反
復
に
関
す
る
も
の

 
ズ
ー
ズ
ー
（
ず
っ
と
一
常
住
）
 
ス
ッ
パ
リ
（
い
つ
も
い
つ
も
）
 
イ
マ
ニ

 
（
今
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
）
 
キ
ョ
ー
ビ
マ
デ
（
今
日
ま
で
）
 
ネ
ン
ジ
ュ

 
一
 
 
ヨ
ッ
ペ
ド
（
夜
通
し
）
 
 
マ
イ
幽
チ
 
 
ヒ
ニ
モ
マ
イ
ニ
チ
（
毎

 
日
毎
日
）
 
 
カ
イ
ク
リ
モ
ド
リ
（
く
り
か
え
し
）
 
 
ト
ン
ビ
ニ
（
と
び

 
と
び
に
）
 
 
イ
刻
チ
 
 
訓
タ

 
 
③
そ
の
他
「
時
」
に
関
す
る
も
の

 
ハ
ヤ
（
も
は
や
）
 
 
ハ
ヨ
ー
二
（
先
刻
・
以
前
）
 
 
テ
マ
エ
ゴ
ロ
ニ
（

 
そ
の
前
に
）
 
 
イ
マ
ゴ
ロ
（
当
節
）

 
程
度
副
詞
語
彙
の
分
野
に
お
い
て
、
見
回
小
方
言
は
、
長
門
方
言
色
を
濃
く

見
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
取
上
げ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
た
と
え
ば
、

形
容
詞
、
形
容
動
詞
の
分
野
を
取
上
げ
て
も
、
あ
る
い
は
性
向
語
彙
を
取
上
げ

て
も
、
長
門
方
言
色
は
き
わ
め
て
濃
い
。
音
声
、
表
現
法
に
く
ら
べ
る
と
、
語

 
 
 
 
 
じ
が
た

彙
面
で
は
、
地
方
の
長
門
方
言
と
対
比
し
て
、
異
色
を
示
す
こ
と
が
少
な
い
よ

う
に
思
え
る
。

し
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
近
畿
・
四
国
方
言
へ
の
似
寄
り
を
見
せ
て
い
る
と
も

述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
〃
非
長
門
的
”
と
言
う
に
は
慎
重
に
な
ら
ぎ
る

 
 
 
 
 
じ
が
た

を
得
な
い
。
地
方
の
長
門
方
言
の
調
査
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
見
島
方
言
独
自

の
事
象
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
実
は
長
門
方
言
一
般
に
広
《
認
め
ら
れ
る
こ
ド

と
が
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
文
末
詞
「
ワ
イ
」
と
マ
ス
体
の
述
部

と
の
融
合
の
も
の
 
ア
リ
マ
ス
 
ラ
ー
 
な
ど
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

 
長
門
方
言
が
中
国
方
言
一
般
と
は
か
な
り
に
異
な
る
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と

は
、
は
や
く
、
藤
原
与
一
先
生
が
『
方
言
学
」
中
に
説
い
て
お
ら
れ
る
。

 
 
 
 
じ
が
た

 
今
後
は
地
方
の
長
門
方
言
の
精
査
に
も
努
め
つ
つ
、
見
島
方
言
の
深
い
理
解

に
到
着
す
べ
く
励
み
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
七
島
方
言
か
ら
ひ
る
が
え
っ
て

長
門
方
言
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
出
来
る
か
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
四
六
・
 
一
〇
・
二
〇
）

 
こ
の
小
稿
に
は
藤
原
与
一
先
生
の
ご
懇
切
な
ご
指
、
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
直
島
の
方
々
の
あ
た
た
か
な
ご
協
力

に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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お
わ
り
に

、

 
見
島
方
言
は
、
長
門
方
言
に
共
通
す
る
諸
特
性
を
有
し
て
い
る
。
と
と
も
に

一
見
、
非
長
門
的
と
思
え
る
事
象
を
も
あ
わ
せ
有
し
て
い
る
。
文
ア
ク
セ
ン
ト
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ

あ
る
種
の
型
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
．
a
連
母
音
の
同
化
し
に
く
い
こ
と
に
つ
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ド
 

て
、
あ
る
い
は
表
現
法
に
お
け
る
二
、
三
の
事
象
に
つ
い
て
そ
の
こ
と
を
指
摘

山
口
県
萩
市
見
島
方
言
に
つ
い
て
の
小
報
告
（
そ
の
一
じ

'


